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2023 年 10 月 8 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 66 巻第 27 号（通算 3359 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
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かみさま

がすべての人
ひと
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におられる 

ことを証
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ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ 5：5） 



招
まね

きの詞
ことば

 レビ記 25 章 38, 46b 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

38私は主、あなたがたの神である。私はあなたがたにカナンの地を与え、あな

たがたの神となるために、エジプトの地からあなたがたを導き出した。 

46あなたがたの同胞であるイスラエルの人々の間では、互いを過酷に扱っては

ならない。 

 

聖書 ルカによる福音書 17 章 1－10 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 1イエスは弟子たちに言われた。「つまずきは避けられない。だが、それをもたら

す者には災いがある。2その者にとっては、これらの小さな者の一人をつまずかせ

るよりも、首に挽
ひ

き臼
うす

を懸けられて、海に投げ込まれてしまうほうがましである。

3あなたがたも気をつけなさい。もしきょうだいが罪を犯したなら、戒
いまし

めなさい。

そして、悔い改めれば、赦
ゆる

してやりなさい。4一日に七回あなたに対して罪を犯し

ても、七回あなたの方を向いて、『悔い改めます』と言うなら、赦してやりなさい。」 

 5さて、使徒たちが、「私どもの信仰を増してください」と言ったとき、6主は言

われた。「もし、からし種
だね

一粒ほどの信仰があるなら、この桑の木に、『根を抜き、

海に植われ』と言えば、言うことを聞くであろう。 

 7あなたがたの誰かに、畑を耕すか羊を飼うかする僕
しもべ

がいる場合、その僕
しもべ

が畑

から帰って来たとき、『すぐ来て食事の席に着きなさい』と言う者がいるだろうか。

8かえって、『夕食の用意をしてくれ。腰に帯を締め、私が食べ飲みする間、給仕し

てくれ。その後で、食べ飲みするがよい』と言うのではなかろうか。9命じられた

ことを果たしたからといって、主人は僕
しもべ

に感謝するだろうか。10 あなたがたも同

じことだ。自分に命じられたことをみな果たしたら、『私どもは役に立たない僕
しもべ

で

す。すべきことをしたにすぎません』と言いなさい。」 

 



  

《先週のメッセージより》10 月 1 日世界聖餐日礼拝 

「渡れなくなる前に」より     水谷憲牧師 

聖書 ルカによる福音書 16 章 19－31 節 

 毎日贅沢に遊び暮らす「ある金持ち」と、彼の家の門前で横たわるできもの

だらけの「ラザロ」。ラザロは、残飯ですら腹いっぱい食べられたらと夢見る

ほどの境遇だった。金持ちの家の門前に横たわり、存在をアピールするが、金

持ちには無視されていた。野良犬の方がまだ優しかった。そんな 2 人は死んで

から境遇が全く逆になる。金持ちは地獄で苦しめられ、ラザロは天国でもてな

しを受ける。金持ちが地獄で灼熱の苦しみから救われないのは、彼が生きてい

た頃、自分の富を自分のためにしか使わなかった報い、他者に対して憐れみを

示さなかった報いだったのかもしれない。「情けは人のためならず」なのだ。 

 天国のアブラハムは、地獄からこの世の家族を心配する金持ちに「お前の兄

弟たちにはモーセと預言者がいる。彼らに耳を傾けるがよい」と言う。さて、

私たちはモーセや預言者の言葉を聴けているのだろうか。「復讐してはならな

い。民の人々に恨みを抱いてはならない。自分自身を愛するように隣人を愛し

なさい」（レビ 19：18）という言葉や、イエス・キリストの言葉「第一の掟『私

たちの神である主は、唯一の主である。心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽

くし、力を尽くして、あなたの神である主を愛しなさい』。第二の掟『隣人を

自分のように愛しなさい』。この二つにまさる掟は他にない」（マタイ 22：３７

－３９）など、私たちがこれらを本当に自分事として聴いていないなら、私た

ちはどんなに大事な仕事、偉大な働きをしていたとしても、世界に平和を作り

出す者とはなれない。昔「友だちの友だちは皆友だちだ、世界に広げよう、友

だちの輪」という言葉が流行った。みんなつながっているのだ。私たちが隣に

いるラザロを愛することは、遠くの空の下の家族を愛することでもあり、私た

ちが遠くの空の下にいる人の命や思いを大事にしたければ、まず隣にいるラザ

ロの命や気持ちを大切にしなければならない。 

 この話では、ラザロ（神は助ける）という名の人物に対し、金持ちは具体的

な名前がない。この「ある金持ち」とは、私たちのことでもあるのではないか。

私たちが現実に金持ちかどうかは関係ない。私たちが隣の誰かに対して関心を

持ち、情けをかけているか、助けを必要としている誰かのことを無視していな

いか、その意味において私たちはこの話の「ある金持ち」と同じなのだ。この

金持ちとラザロとの間には、越えるにはもう手遅れなほどの大きな溝が出来て

いた。その淵を渡れなくなる前に、いま共に助け合い、支え合い、思いやり合

って生きていきたい。  
毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 

 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 （10 月 1 日） 

 礼拝出席 大人 3 名  献金 大人 3,000 円 中継視聴者数 11 回  感謝 
 
◎次週 2023 年 10 月 15 日（日）聖霊降臨節第 21 主日礼拝 

 招きの詞 詩編 9 編 11－12 節 

 聖 書 ルカによる福音書 17 章 20－37 節 

 メッセージ「天国は、どこにありますか？」牛田匡牧師 

 賛美歌 21－343（©P.D.）、21－475（©P.D.）、21－579（©P.D.） 
 
◎お知らせ 

・本日の礼拝後に、10 月期の「教会を考える会」を行う予定です。 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。感染

症予防のためなど、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。 

・10 月 13 日（金）19 時から、大阪クリスチャンセンター（JR 環状線・玉造駅下車

徒歩約 10 分）にて、特別講演会「現代韓国の教会事情」が開催されます。講師は

李相勲氏（関西学院大学准教授）で、参加費は 1,000 円です。座席準備の都合上、

開催日前日までに電話かメール、ファックスでお申し込みください（お名前とご連

絡先をお知らせください）。申込先： 06-6762-7701（月～土・10：00-17：00・祝

日除く）FAX: 06-6762-9885 mail: info@osakachristiancenter.or.jp 

・10 月 28 日（土）14 時～16 時半にかけて、大阪聖和教会（JR 桃谷駅より徒歩 20

分。天王寺駅より市バス今里行に乗車し「中川 2 丁目」下車、徒歩 8 分）にて、映

画『ワタシタチハニンゲンダ！』の上映会と、されます高賛侑監督によるトークシ

ョーが開催されます（主催は大阪教区日韓宣教協約特別委員会）。入場料は無料で、

事前申込も不要です。外国人学校に対す 

る官製ヘイトや、技能実習生、難民、入 

管の実態など、外国人差別の実態に迫る 

ドキュメンタリー映画（2022 年 114 分） 

です。どなたでもご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 次週以降の行事予定 

 メッセージ 行事 

10/8 牛田牧師 教会を考える会 

10/15 牛田牧師  

10/22 牛田牧師 収穫感謝礼拝・おにぎり支援 

10/29 牛田牧師 誕生者祝福式 

 
 


